















ritical Study of the L















his research applies form
 analysis to the legend of the eternal m
editation of K
ūkai, and identifies influences thereon from
 beyond the 
com
m




 and content of the legend of K
ūkai's bodily incorruptibility 
extant in 10
th and early 11
th century m
aterials reflects, I argue, the influence of P
ure L
and hagiography typified in the H
eian ōjōden. T
his 
paper goes on to exam
ine a subsequent stage in the developm
ent the legend, w
hich em
erged late in the 11
th century. A
t this stage, the 
legend m
oves beyond the discovery of K
ūkai's incorrupt body relatively shortly after his death, and describes the eternal presence of a 
m
ysterious, living K
ūkai at the O
kunoin. I discuss the relationship of this form






ortals (sen). I particularly focus on the presentations of the K






onogatari. I thus offer an alternative (or com
plem
entary) explanation of the developm
ent of this legend to that presented in the 
m
ajority of previous research, w






おいても全国的 広く知られている。この巡礼に深い結び付きを持つ弘法大師信仰は真言宗僧侶とその門下に限らず、多くの日本人の信仰を集めている。 「お遍路さん」とは、すなわち四国巡礼者が常に弘法大師と一緒に巡礼しているという意で笠に書きつける「同行二人」 表すように、弘法大師信仰の根底 あるのは空海がまだこの世に留まり、信者と交流できるという概念である。この概念は空海が永遠に高野山の奥の院に留まることを語る弘法大師入定説を踏まえたものである。したがって、弘法大師信仰の由来を理解す ため、弘法大師入定説の由来をみる必要がある。奥院内部の様子を確実に知っている は空海の食事を提供する儀式である「生身供」を一日二回行っている僧侶のみとは言っても、待見彌勒しながら、日本 衆生 救済のために霊験を用いすという弘法大師象を初期の資料で確認することはできない。　
弘法大師入定説は如何にして中世・近世にかけて盛んとなり、現在


















































立した資料は空海の臨終と葬式について言及するが 遺体の様子 ついては言及していない。　『金剛峰寺建立修行緑起』で展開される弘法大師伝では、空海の腐敗せざる遺体について記述されてい が、その状態が永遠に続いたとされていない点は重要である。したがって、即身成仏思想におけ 金











































































る初期の弘法大師入定説との対応関係について考察しよう。まず、現存している往生伝そのものが、弘法大師入定説の形成に影響を与えたと主張す ことはできない。九六八年に執筆された『金剛峰寺建立修行縁起』と、九八五年に編纂された最初の往生伝『日本往生極楽記』（慶滋保胤著）との間には、一七年間の開きがある。両者の直接の関係ではなく、往生伝にみられるような聖なる人物 臨終を表現するパターンが広範に流通しており、それが弘法大師入定説に重要な影響を与えたことを論じたい。すなわち 『日本往生極楽記』 （慶滋保胤著）に収録される往生人の伝説が、 『金剛峰寺建立修行縁起』が執筆された時点ですでに社会に流通しており 前者にみられる浄土教的な聖人 臨終に関する典型的表現が後者に影響を与えたと考え のである。　
その結果、往生伝の様式が、理想化された臨終に向かうにあたって
の文学的表現の定型となる。ここでいう理想には二つの側面 ある。第一は、入浴、特別室に入ること、結跏趺坐・胡坐の姿勢を取 こと、印を結ぶこと、念仏や真言を唱 含む臨終前の修行である。第二は、往生が実現したことを示す記し 見なされて た瑞相 関係する。瑞相は、神秘的な香り、遺体が結跏趺坐の姿を維持すること、浄土の音楽や光 さらに本研究 して最も重要な点 ある 死後に遺体が腐敗しないことである。これら二つの側面は、 世 去り浄土へ向かうことに関わる本質的あるいは典型的な要因であると考えられていた。そして瑞相を確認するために、遺体をしばらくの間そのまま放置すること、すなわち殯が行われ ことがあった。　
死に向けての準備と平穏な死は、往生伝において臨終を迎える際の
―　　―1
大事な要素である。容貌が変わらないことや、死後に髪の毛が伸びること、遺体の扱い方（殯など）を記すことは、往生伝の典型的な内容であるが それは、第一章で確認したよう、九六八年以前 空海資料ではまったく見ら ない。　『金剛峰寺建立修行縁起』と比較するために、以下、往生伝から二つの資料を取り上げる。傍線部分が前節で指摘した往生人の特徴である）21
（
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奥の院の巌窟に入ると、雲霧が立ち込め、声だけが聞こえて視界が塞がってしまった。観賢が懺悔すると視界が回復し、 入定した空海の （単なる「遺体」や「身体」ではなく） 「法体」が 容貌や顔色を衰えさせないままで現れた。これに立ち会った勅使らは空海に礼拝し、観賢は空海の髪を剃り、法衣を着せた――このように経範は伝えている。　
雲霧で隠れている空海の身体もまた容易には目にすることができな















しているが、 そこに収められた神仙の半ばは仏教僧である。上記の 『大師御行状集記』が、匡房が活躍した時期における弘法大師入定説の現状を表したものと言えよう。雲霧から現れる聖人空海の伝を見てこそ、匡房は弘法大師伝が『本朝神仙伝』に収録さ べきだと思ったかもしれない。　
なお、 「神仙」というものは道教的な特徴を持っても、道仏融合的に









































































































大師入定説 神仙譚をある意味で関連しているものとして扱っ いるのである。具体的な影響関係を証明する できないかもしれないが、その相関関係は明確であろう。　
訪問の目的においても類似性が指摘できる。 『今昔物語集』に収めら
れた法華持経者をはじめとする神仙探訪譚は、現世に生きる人間 聖なる人物との接触を語るものであ 。それは救済 来 だけではなく、現世という可視的な次元にお て、身体性を有す 存在（神仙）との対面において描き出すも り、そこに空海留身入定説と 相似性を見ることができるのである。　『今昔物語集』 一三巻の第一話から第五話にいたる神仙譚の中に、 『法華経』の力によって、僧侶が神仙となった事例が語られている（ 『今昔物語集 巻第十三、第一語「修行僧義睿値 峰持経仙語」 ） 。　義睿が行ったような「仙人」の居所は「未ダ人不来ザル所」の事例
―　　―11
は、 『今昔物語集』で次に位置する「籠葛川僧値比良山持経仙語」にもみることができる。この説話においても、 「仙人」は、かつては僧侶であり、 法華経を信仰する存在として描き出される。そしてこの「仙人」は、みずからの過去と、 「菩提心ヲ発」し「仏道ヲ修行」することで、仙人になるまでの経 語るのである。
仙人僧ニ語テ云ク、 「我ハ此レ本、興福寺ノ僧也。名ヲバ蓮寂ト云ヒキ。法相大乗ノ学者トシテ其ノ宗ノ法文ヲ学ビ翫ビシ間ニ、我レ法花経ヲ見奉リシニ、 『汝若不取
 後必憂悔』ト云フ文ヲ見
















されている。 『今昔物語集』の作者にとって、 している空海もまた「仙人」のごとき存在だったのである。次の弘法大師入定説発展段階において、高野山が仙人・神仙に相応しい場所としてさらに豊富 叙述される。『平家物語』を中心に　
神仙譚が弘法大師入定説に及ぼした影響について、 『今昔物語集』な










といった中国の隠士たちが当然のように想起され いる。そして、高野山 う聖地に住する人々は、 『今昔物語集』と同様に、神仙と見做されている。 「高野巻」の巻頭では、高野山が聖なる人が住む聖地として描か おり、そこには神仙伝的な叙述様式を見ること できる。それに続いて、 「高野巻」 、 『今昔物語集』にも収められた観賢による
奥の院訪問譚を語るのである。

















ったように、この世に残り三昧に入って彌勒の下生を待ってい 、と空海は述べる。 『平家物語』では、高野山奥の院が大師 交流できる場所である。 「入定している」にも関わらず、大師が奥 院に入 た人と話す。この点で、本史料は仙譚の典型である聖地で神仙と会って話すという様式と最も近いものと言える である。
他様式に関して　
上記の資料における「鶏足の洞」の引用が表すように、神仙譚以外






















　『一言芳談』 （作者は未詳が、近年，編者に頓阿が擬せられている）は各時代の遁世、隠遁の聖たちの言動を発表する法語集である。 「入定の御ぽのうちに、たゞ一こゑ念佛の御聲」という念仏を肯定する内容は弘法大師入定説が様々な様式によって再叙述され、 様式に関連する仏教教義を反映することを表す。なお、上記の資料や「比叡山僧広清髑髏誦法花語」は当時の死後法華誦経譚と類似性があると主張できる。










































































































































































































































































































21）　『後拾遺往生伝』 、 『続本朝往生伝』 、 『拾遺往生伝』 、 『三外往生記』 、










































































































































遺体とは異なること 列挙――によって表現される。たとえば『続本朝往生伝』 十二話では 「見るに欄れ壊れず」 や （十三話にて「棺の中に居き、地下に瘞めたり。身体爛れ壊れず。 」と言うよう
に、通常の遺体は「欄れ壊れる」 「爛れ壊れる」ことを前提に語りが構成される形式なのである。日本思想大系七（井上光貞・大曾根章介校注） 『往生伝・法華験記』岩波書店、一九七四年
　
二三七
―二三八頁
（
47）　『今昔物語集』が属する説話というジャンルでは、複数な原資料を合わせて、新しい物語を編集することが一般的なことであった。小峯和明『今昔物語集を読む』
 （歴史と古典）
 吉川弘文館
 
二〇〇八年など参照
（
48）　
同上、一六三―一六六頁
（
49）　
同上、三五八― 五九頁
（
50）　
長岡龍作「行為と感応の場としての空間」 『空間史学叢書一痕跡
と叙述』岩田書院
　
二〇一三年
（
51）　
前掲、 『今昔物語集』一、 三八八頁―三九〇頁
（
52）　
新日本古典文学大系
 四五（梶原正昭、山下宏明校注） 『平家物
語』 〈下〉岩波書店
 一九九三年
　
二二七―二二八頁
（
53）　
同上、二二九―二三〇頁
（
54）　
同上、二三〇頁
（
55）　
前掲、 『往生伝・法華験記』
　
二四〇頁
（
56）　
同上、三五五頁
（
57）　
松長有慶『空海：無限を生きる』集英社
 一九八五年
　
一九六
頁
（
58）　
日本古典文学大系
 八三（宮坂宥勝
 校注） 『仮名法語集』岩波書
店
 一九六四年
　
一八五頁
―　　―11
（
59）　
同上、四二八―四二九頁
